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明
遍
教
学
と

静
遍
教
学

那
　
須
　
一

　

雄

　

明
遍
〔
一
一

四
ニ

ー

＝
｝
二

四）

と

静
遍
（

二

六

六

−
一

二

二

四）

は
、

と

も

に

真
言
宗
に

関
わ
り
の

深
い

人
物
で
、

法

然
の

浄
土
教
に

帰
依

し
た

こ

と

が

知
ら
れ
て

い

る

が
、

両
者
の

浄
土
教
義
の

理

解
に

は

大
き
な

違
い

が

あ
る

こ

と
が

確
認
さ

れ
る

。

　
ま

ず
行
理

解
に

つ

い

て

見
る
と、

明
遍
は
、

称

名
念
仏
 

行
こ

そ
が

命

終
後
の

浄
土

往
生
の

た

め

の

正
定

業
で

あ
る
と

し、

平
生
か

ら

機
根
に

応

じ

て

で
き
る

だ
け

多
く

の

称
名
念
仏
を

勤
修
す
る

こ

と

を

勧
め

た

が
、

観

念
念
仏
を
含
め

た

諸
行
に

つ

い

て

は、

浄
土
往
生
の

た

め

の

行
と

し
て

積

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　〔
1）

極
的
に

勧
め

て

い

た
こ

と

は
考
え
ら
れ
な
い

。

こ

れ
に

対
し

て

静
遍
は、

称
名
念
仏
行
を

専
ら

修
す
る

こ

と
を

勧
め

る
が
、

静
遍
に

と

っ

て

称
名
念

仏
と

は、

三

昧
発
得、

即
身
成
仏
と
い

う

目
的
を
達
成
す
る

た

め

の

手
段

で

あ
り、

ま

た

は

そ
の

目
的
を
達

成
し
た

状
態
に

お

い

て

修
せ

ら

れ
て

い

る

も
の

と

い

う
理

解
が

さ

れ
て

い

る
。

ま

た
諸
行
に

つ

い

て

は
、

真
実
心

を

得
な
い

で

修
す
る

場
含
に

は
否

定
的
で

あ
る
が、

真
実
心
を

具
し
て

修

す
る

諸
行
等
に

つ

い

て

は

肯
定
的
な
立

場
を
取
る

。

但
し

最
終
的
に

は

念

仏
一

行
を
専

修
し

て

い

る

状
態
に

達
し

て

い

な

け
れ

ば
な

ら

な
い

と

説

く
。

次
に

信
理

解
で

あ
る

が
、

明
遍
も

静
遍
も
共
に

『

観
無
量
寿
経
』

に

説
か
れ
る

三

心
貝
足
の

必
要
性
を

説
く

。

但
し

明
遍
は

三

心
具
足
の

必
要

性
を

説
き

つ

つ
、

三

心
（
特
に

至

誠
心
）

を
発
す
こ

と

の

困
難
性
を
述
べ

て

い

る
。

こ

れ

に

対
し

て

静
遍
は、

衆
生
は
三

心
を

発
し

難
い

存
在
で

あ

る

と

い

う
自
覚
は

見
ら
れ

ず
、

三

心
理

解
に

自
力
的
色
彩
の

強
い

こ

と

が

　
　
　（
2V

知
ら
れ

る
。

ま

た
散
心
念

仏
・

定
心

念
仏
と

三

昧
発
得
の

問
題
に

つ

い

て

は、

明
遍
自
身
に

は
三

眛
発
得
の

経

験
が

伝
え
ら
れ

る

が、

浄
土

往
生
の

行
は

散
心
の

状
態
で

修
す
る

称
名
念
仏
で

十
分
と

す

る

立
場
を
と
り、

定

心
や
三

昧
発
得
の

状
態
に

達
し

な
け
れ
ば

仏
道
が

成
就
し

な
い

と
は

考
え

て

い

な
か

っ

た
。

ま
た
平
生
の

見
仏
に

つ

い

て

は

慢
等
の

心
を
起
こ

す
と

い

う
理

由
で

否
定
的
な
立

場
を

取
っ

て

い

た。

こ

れ

に

対
し
て

静
遍
は、

散
心
念

仏
に

は
、

あ
ま
り

肯
定
的
な

立
場
を
示
さ

ず、

定
心
で

修
す
る
称

名
念
仏
か

ら

三

昧
発
得
し、

更
に

は

即
身

成
仏、

自
証

成
仏
す
る

こ

と

を

説
く
の

が

基
本
的
立
場
で

あ
る

と

言
え

る
。

従
っ

て

静
遍
に

お

い

て

は

此

土
に

お

け
る

三

昧
発

得
は
肯

定
的
に

捉
え
ら

れ、

此
土
に

お

い

て

三

昧
を

発
得
す
る

こ

と

も
念
仏
行
の
一

つ

の

目
的
と

す
る

点
で

明
遍
教
学
と

の

違

い

が

見
ら
れ

る
。

両
者
の

往
生

理
解
に

つ

い

て

は
、

明
遍
は

高
野
山
に

住

し
て

い

る

間
も、

即
身
成
仏
の

思
想
は

説
い

た

形
跡
は

な
く

、

命
終
後
の

次
世
に

お

け

る

浄
土

往
生、

即
ち

順
次
往
生
を

最
も

勝
れ
た

救
済
と

し、

そ
れ
が

出

来
な
い

場
合
に

は

順

後
往
生

す
る

こ

と

を

願
っ

た
。

こ

れ
に

対

し、

静
遍
に

は

順
次
往
生
や

順

後
往
生
を

目
指
し

て

行
道
に

励
む

と
い

う

姿

勢
は

見
ら
れ

な
い

。

静
遍
の

浄

土

教
に

お

い

て

目

指
さ

れ

て

い

る

の

は、

あ
く
ま

で

此
土
に

お

け
る

即
身
成
仏

、

自
証
成
仏
で

あ
る

。

最
後
に

聖
道
門
に

対
す
る

姿
勢
に

つ

い

て

は、

明
遍
は

聖

道
門
は

自
分
に

適
わ
な

い

教
え
で

あ
る

と

見
る

の

に

対
し、

静

遍
に

は

聖

道
門
・

真
言
密
教
が
自

分
に

相
応
し
な
い

教
え

で

あ
る

と

い

っ

た

自

覚
は
全
く
な
く、

真
言
密
教

と

浄
土
門
を
対

等
の

教
え

で

あ
る

と
見
て

い

る
。

　
以
上、

明
遍
と

静
遍
は

、

と

も
に

法

然
の

浄
土
の

教
え
を
承
け
た

が、

両
者
の

浄
土
教

義
の

理
解
に

は

そ

の

基

本
的
立
場
に

大
き
な
違
い

が

あ
る

（1451）359

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Rellglous 　Studles

第 8 部会

こ

と

が

認
め

ら
れ

る
。

註
（

1）
　
濱
田

隆
氏
や

中
野

玄
三

氏
は
、

『

紀
伊

続
風
土

記
・

高

野

山
之

　
部
』

の

「

上
人

住
定
中
…

土
人、

蓮
花
三

昧
図
（
別
に

在
り）

を

密
す
」

　
（

続
真
言
宗
全

書
三

七

巻
、

二

九
四

頁
上

段
）

の

文
を、

蓮

華一．一
昧
院

　
伝
来
の

阿
弥
陀
三

尊
絵
像
に

つ

い

て

述
べ

た
も

の

と

見、

明

遍
が

観
想

　
念
仏

を

中

心

行
と

し

て

い

た
こ

と

の

根
拠
と

し

て

い

る
。

（
濱

田

隆

　
「

蓮

華
三

昧
院
阿
弥

陀
三

尊
像
と

明
遍
を
巡
る

浄
土
教
」

仏
教
芸

術
五

　
七
号、

一

〇
一

頁、

中
野
玄、
二

『

来
迎
図
の

美
術
』

】

七
六
−
一

七

七

　
頁）

だ

が、

こ

の

文
は

蓮
華
三

昧
院
伝
来
の

阿

弥
陀
三

尊
絵
像
と
は

別

　
の

図
に

つ

い

て

述
べ

て

い

る

と

見
る

べ

き

で

あ
ろ

う
。

註
（
2

）

　
「

他
力

者
還
弥

陀
名
号
云

也
。

此
三

心

具

足
云

也
」

（
『

別

異
弘

　
願

集
』

）

と

の

記
述
も

あ
る

が
、

こ

れ

も

前
後
を

読
め

ば

自
力
的
な

信

　
理

解
を

前
提
と
し
て

説
い

た

文
で

あ
る

こ

と

が

わ
か

る
。

「

五

悪
段
」

生

成
に

関
す

る
一

試
論加

藤

弘

孝

　
《

無
量

寿

経
》

系
統
の

経
典
に

あ
る

「

（

三

毒）
・

五

悪

段
」

と

い

う

長

文

を
め

ぐ
っ

て
、

二

つ

の

学
説
が

存
在
す
る

。

そ

れ
は

「

梵

本
』 、

『
蔵

本
』

に

そ

の

存
在
が

確
認
で

き

ず、

ま

た

中
国
的
色
彩
が

色
濃
い

こ

と
か

ら、

中
国
に

お

い

て

付
加
が

な
さ

れ

た

と

す
る

学
説
と、

あ

く
ま

で

イ
ン

ド
成
立
を

主
張
す
る

学
説
で

あ
る

。

両
説
と

も

に

そ
れ
ぞ

れ

理
が

あ
る
た

め、

現

時
点
で

確
定
さ
せ

る

こ

と

は

難
し

い
。

し

か

し

な
が

ら
「

五

悪

段
」

に

中
国
的
要
素
が

多
分
に

見
ら

れ

る

こ

と

は、

紛
れ

も
な

い

事
実
で

あ
り、

中
国
的
要
素
を
考

察
す
る

こ

と

が、

こ

の

問
題
の

解
決
の

糸
口

と

な
る

こ

と

は

間

違
い

な
い

と

こ

ろ

で

あ
ろ

う
。

従
っ

て

本
論
に

お

い

て

は、

幾
つ

か

の

中
国

的
要

素
を

確
認
し

な

が

ら
自
説
を
展
開
し

て

い

き

た

い
D

　
「

五

悪

段
」

が

存
在
す
る

の

は

『

大
阿

弥
陀

経
』

、

『

平

等
覚

経
」

、

『

無

量
寿
経
』

の

三

本
で

あ
る

が
、

本
論
で

は

最
占
の

訳
本
だ
と

考
え

ら

れ

る

『

大
阿
弥

陀
経
』

を
典
拠
と

す
る

。

こ

こ

に

は
中
国
に

お

け
る

歴
史
的
事

実
が
一

部
反
映
さ

れ

て

い

る

と

考
え
ら

れ
る
の

で

あ

る
。

す
な

わ

ち

「

五

悪
段
」

に

は
、

「

興
兵
作
賊

、

攻
城

格
闘、

劫

殺
截
断、

強
奪

不

道
」

と

戦
乱
の

記
述
が

あ

り、

ま

た
、

「

自
大
尊

貴
、

有
道

、

横
行
威
武

、

加
権

力
勢、

侵
剋
易
人

、

不
能
自
知
為
悪
」

と

武
力、

権
勢
を
も

っ

て、

他
人

を

屈

服
さ

せ

る

と

い

う
一

文
が

あ
り、

更
に

は、

「

無
悪

歳
疾

疫
、

無
病

痩
者、

兵
革
不
起、

国
無
盗

賊
」

と

飢
饉

、

疫
病

、

戦
乱、

盗

賊
な
ど

の

記
述
が

見
出
せ

る

の

で

あ
る
。

そ

し
て

こ

れ
ら
は

『

後
漢
書
』

や

コ．一
国

志
』

と

い

っ

た
正

史
に

記
述
さ

れ

る
世
相
と
一

致
す

る
。

両
者
の
一

致
に

つ

い

て

は
、

訳
者
の

支
謙
に

よ

る

も
の

だ

と

筆
者
は

想

定
し
て

い

る。

続

け

様
に

起
こ

る

戦
争、

疫
病、

天

災
な

ど

は

否
応
無
し
に

入
々

の

生
活
水

準
を

引
き

下
げ、

社
会
道
徳
を

後
退
さ

せ

た

の

で

あ
る

。

こ

の

世
相
を
ま

ざ
ま
ざ
と

目
撃
し

た

支
謙
が

「

五

悪
段
」

生

成
に

関
わ
っ

た

こ

と

は

大
い

に

有
り

得
る

こ

と

で

あ
る

。

　
問
題
は

関
与
の

比
重
で

あ
る

。

先
達
が

主

張
す
る

様
に

全
体
を

丸
々
、

支

謙
が

創
出
し

た

（
「

五

戒
」

を

練
っ

た
）

の

で

あ
ろ

う
か

。

し

か

し
こ

れ
に

つ

い

て

も

単
純
で

は
な
い

。

何
故
な

ら
ば、

「

五

悪

段
」

は、

『

大
阿

弥
陀
経
』

に

限
っ

て

い

え
ば

有

機
的
な

存
在
で

あ
り、

と

り
わ

け

「

流
通

360（1452）
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